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瓢潟察および上越葦舞における災害救勧霧§孫倒競

下　歳　憲　治

　新潟県および講桑海の旛町轡では，災害救騎法による激動が実施されない場合を想定して，災害救馳条擁を

麟足している・多くの飽の蔀遵飛察および講隣村では，災害鷲策基本法に基づく地裁鋳災計懸に饗って，公共

事務としての災害救鱗を実施することとなってお蓼，この種の条鍛を麟足しているものは極めてま為である．

そのため，資料として疑羅および上越薦にお纏る災害救麟縫係例規および災害救勧縫係主要通知を掲載する

（なお，筆者ぶ調糞を実越した簿露年8月9馨現在で掲載している。豪た，紙癒の離合上瞬賛彗はすべて蜜籍し

た。〉。災害救豹法等に基づく救劫にかんし，その災害激動システムの機要は，本誌播載の織稿ゼ災害救跡シ

ステムの法的分新達を参醸していただきたい。

　また，上越薦は，稽95年7趨に鏡鞍的大橋穫な氷蜜に見舞われた際よせられた災害義援金を甫の基金に縛み

込み，今後の災害救勘に役立てるため，上越毒災害懸策基金条擁を鱗足している．長鰭羅・島漂毒では，雲懸普

賢懸犠火災害の諜によせられた災害義援金を療資に難羅法人を設立し，獲火による被災者の復興策に後1立てて

いる。また，麓海道薦藪沖地震および津波等によ警被災した奥鏡町では，災害義援金を原資紅奥浸町購藝糠地

震災害霞興基金条弼を趨走し，当該災害による綾災者の盤活再建・復興策に当てている。この一連の災害麟策

の中で，直接破堤者のために謂いるのではなく，今後の災害鯵策のために災害義援金を漂資にする上越嬉災害

嬉策基金楽舞および縫孫要綱も，災害応急講策を考察する上で，貴重な資料となるから，講時に掲載する．

至　新潟県における災害激動震係鋳燦等

　　①新潟祭災害救豹条糎

　　②新潟県災害激励条鰐施行騰雛

　　③災害救勧実施要領

　　㊥災害救麟法に基づく応急仮設住宅め管選及ぴ麺分要領

　　⑤新潟娯災害救駒条擁による救豹の実施について

建　上越霧における災害救豹麗係鋼親等

　　①上越霧災害救勧条鱗

　　⑨上越霧災害対策基金条例

　　③上越南災害爺策基金楽舞の運矯激撮要綱

玉　萩海渠にお謬る災害救跡麗孫鱗幾等

　①萩潟羅災害救跡条鱗（躍榔蜂§勲瞬新潟羅楽舞第77発）

　（§的〉

第i条　この条鱗は，災害救豹法（昭秘22年法律第i露寒．以下ヂ法3という。〉が適耀されない災害に離して，

　市跨材が慈急的に必要な救豹を行なう場合に，漿ぶその費驚の一部を負撞することによって，被災者の保護

　を懸ることを震的とする。

　（救覇の実施要件1

第2条　この条鰐によ箏累が費罵の一翻を負挺する救勧（以下夢敷物という、〉は．次に定める程度の災害

　が発塗した甫町村の籔骸羨におけるものとする．

　韓　当該霧町醤の猛骸携の入韓に応じてそれぞれ次の表に定める数以上め盤帯の住家が滅失した場合
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（2？織 橿島大学地織醗究　第8巻　第3号　舞§7．i

甫町税の区蟻内の大饗 住家が滅失した髭常数

5，㈱入来満 欝

5，㈱人以上欝，《購入表構 玉5

鰺，鰯人鉄上2馨，朧人未満 2警

2感，§巷癖人以上3毒，鱗入来満 25

3§，鵬人以上5む，鵬人未満 鎗

5§，㈱入以上魏，｛懸人未濤 馨

工鱒，鰯人以上3奪暮，毒総人未淺 5警

護，朧人以上 7§

　②　知事ぶ特に必要と認めた離合

　1救豹の種類等1

第3条救懸の種類は，次のとお移とする．

　韓　たき饑しそめ纏紅よる食品み給尊

　麟　被膜，寝具その饒生活必需品の給与

　織　応急飯設住宅の設置

　瞬　災害にかかった住宅の応急修理

　麟　災害にかかった考み救鐵

　麟　知事潜特に必要と認めた場合にお恥ては，救豹を要する者に録する金銭の交織

2　蔚項第3号及び第准母の救豹は，生活墨窮者を製象として行なうものとする。

　（激励についての鶴議1
第蓬条　南町材瑛激動を行なう場合には，その種類及び内容について，あらかじめ，無事に縞議しな謬れ’ぱな

　らな赫．

　（費罵負轡
第5条　県は，叢町轡撚第2条及び第3条に該嘉する激励に饗した費絹解縫方税法（懇趣25年法律第22§畢〉

　に定める墨該毒町村の普通税（法定外普通税を除く．以下羅じ。〉について隅法第i条第i項第5号にいう

　標準税率（標準税率の定めのない地方税については，瞬法に建める税率とする。1をもって算定した叢該年

　度の薮入見込額（以下この条においてゼ薮入見込額まという。〉のi書套分の2以下であるときにあっては当該

　救晦こ要した額についてその鎗馨分の8§を負摂するものとし，薮入見込額のi総分の2をこえるときにあって

　は次の籔分に縫って負挺するものとする。この場合において，鞍入見込額め算定方法につセ・ては，縫方交付

　税法（昭秘25年法律2雅号〉第鷲条の定めるところによるものとする。

　麟　取入見込額のi総分の2以ぞの離分については，その額の憩春分む齢

　麟　取入見込額のi§§分の2をこえ澱む分の4以下の離分については，その額のi巷書分砂鱒

　麟　駿入見込額の欝む分の蓬をこえる舞分については，その額のi総分の絡む

第6条県は，毒町替勝条弼又は規購を設け，災害に際して応急的に必要な救勝を行なった場合は，その被害

　が第2条の焼建による蔑穫に達しない場合又はその救劫が第3条の燈定による種類以外のものであっても，

　救助の種類及び程度について法及び法の幾定に基づく命令に定める範露内にお籍て行なわ轟たときには，そ

　の救鯵に要した費醗の欝§分の5曇を負極すること解できる。この離合において，第3条第i項第3響及び第

　塁号壷びに法弟23条第i項第7号及び災害救助法施行令（紹灘22年政令第225暑〉第9条第2畢の救勘につ

　いては，猛活露窮者を録象として行なわれた場合に簸るものとする。

　（知事への委緩〉

第7条　この条例に定めるものの橡か，救豹に饑し必要な事項は，知事ぶ定める。

　③新潟鍛災審救跡乗弼施総規則（躍駿3§奪鷲無難縫新潟楽焼難第董§尊号〉

　（趣鷺〉

第i条　この蔑暴彗鍮，新潟県災害救豹条擁（昭隷3§年新潟桑条擁第7？号。以下新条鰐まという。〉第7条の撹

　定に基づき，条鱗の施行に麗し必要な事項を定めるものとする．

　（災害輯答》

第2条車町替長は，災害に課し，甕該毒町韓における災害解，条擁第2条第i畢に該当し，又は該当する見
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新潟娯および上越毒にお捗る災害激動灘懸樋蔑 （27簿

込みであ雛，条例に焼足する県の負握を必要とするときは，直ちに次の各号に擁げる事項について，知事に

報篶しな謬れ、ぱならない。

　繊　災害発盤の馨時及び場藪又は地蟻

　鯵　災害の原灘及び被害の状溌

　鱗すでに行なった救豹の捲麗及び行なおうとする諾麗

　紛　その縫必要な事項

2　麟項の災害鞍告は，事町村が，条網第6条の規定に該当する救勤を行なった場合について準霧する．

　（滅失量帯の算定〉

第3条　楽舞第2条第i畢に定める建家が滅失した縫帯数の算定に当たっては，住家ぶ辛壊し，又は享焼した

　等著しく濃壊した盤帯は2縫帯をもって．また建家が旅上澄承．±砂のたい稜等によ静一時的に騒盤するこ

　とぶできない軟態となった縫帯は3盤帯をもって，それぞれ住家の滅失した一の量帯とみなす．

　（戴勝実癒要群の精鋼〉

第4条　条鰍第2条第2号に燭達する知事ぶ特に必要と認める災害とは，講条第i暑の緩害の程度に達しない

　蕃，当該災害が騙籍した地裁に発生したものである等災害にかかった者の救跨を著しく羅難とする特辮の事

　椿がある場合であって，多数の盤帯の住家解滅失した場合とする。

　（激励の程度，方法及び簸懇〉

第5条　条擁第3条に焼達する救豹を行なう離合の救勝の程度，方法及び期羅慧，懸表のとお吟とする、

　（救懸についての協議〉

第6条　南町種長は，条擁第4条の窺建によ警，救豹について，知事に短して協議をする離合は，次の各畢に

　掲げる事項を記載した交書をもってしなければならない、

i
2
3
魂

救勝の種類

救励の程度，方法畏ぴ期鷲

敷髄費矯の見込額

前各号に掲げるも勇のほか，救勤について必要な事項

　（楽舞適講通知〉

第7条　知事は，南町村長から条弼第峨条に規定する協議があっ赴場合にお》・て，その激動ぶ条鰐に幾駕する

　救豹の範舞内であると認めるときは．盛該毒町税長に蝿し，条鱗の適霧について還類するも砂とする。

　（救助完了報告〉

第8条　毒町村長は，条鰍第3条第i項及び第6条の救勒ぶ完了したときには．騨認第i弩様式紅よる災害救

　勝完了報告書を知事に縫鐙しなければならない。

　（救懸費負撞金の交盤申請〉

第9条　毒町村長は，条鱗第5条及ぴ第6条の規定による救豹に要した費醗の負撞金め交替を受けようとする

　ときは，騎記第2号様式による災害救豹費負越金交替申講書を知事に提鐵しな浮れぱならな籍。

　麗衰（第5条麗係〉　　救勧の程度，方法及び靉靆

第i　たき謁しその鱈による1食贔の給与

　鱒　たき鐡しその魑による嚢贔の綜与は，避難謬豪に駿容された者，住家に緩害を受けて飲事のできない者及

　　び建家に鞍害を受け一時縁故者宅等に避難する必要のある者に慰して行なう。

　②　たき濃しその飽による養贔の給与を実施するため支鑓できる費声秘ま，主食費，醗嚢費，燃料費等とし，

　　i人i霞86｛｝霧以内とする。

　麟　たき饑しその絶による禽贔の給与を実施できる幾鷺は，災害発隻の霞から7鐸以内とする．ただし，災

　　書紀かかった者撰一時縁敬者宅等へ避難する場合においては，この禦絶海に3舞分以内を現劾によ移支給

　　することぶできる．

第2　鍍撮，寝具その地盤活必露贔の総年

　総　綾駿，寝具その魑4〉盤活必需贔の給年は，住家の全焼，全壊．渡失，半焼，半壊又は練土浸水（土砂の

　　たい穣等によ参一時的に艦住することができない釈態となったものを含む。〉によ蓼，童活上必要な家財

　　を喪失又は損傷し，直ちに轟常生活を営むことぷ園難な者に請して行なう．

　鯵　被撮，寝具その難生活必需品紛給与は．緩害の実猜に応じ，孜に掲げる贔目の範灘海において現勃をも
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（2質2〉 福島大学懸域養葺究　 第8巻　 第3号　亜99？．亙

って行なう．

　ア綾膿，寝具及び身のまわ瞬贔

　イ　韓罵贔

　ウ　炊事稽具及び食雛

　工　光熱材料

麟　被殿，寝具そみ纏盤活必需贔の給与のため支鐵できる費罵は，季騨（災害発童の鐸をもって決定する．〉

及び髭帯籔分によ吟，次4〉額の範還内とする。

ア住家の全壊，金焼又は流失によ警鞍害を受けた縫帯

　　　縫帯藝分
G懸

　　　　　　　　　　　　　　豊艶l量欝12人雛帯13人盤帯殴大盤帯 5人盤帯 6人欝帯以上

　　　4擁から
ﾄ季
@　　9鴛まで

　　　　i
@　　　i　　　　l　　　　l

�ｮ2’珊購1器糊 逢8，2暮尋稗

磐，2軽奪醗こ5人を超え

驍艶lごとに7，㈱翼
�ｷ算した額

　　　欝月から

~季
@　　3擁まで

　　　　…
Q7，7瞬35鋼商略認・糊　　　　i　　　　　　　　　　l

73，4§む轡

73，婆総霧に5人を超え
驍艶lごとに鰺，鰍羅
�ｷ算した額

イ　住家の辛壌，単焼又は旅上浸水によ瞬綾害を受けた毅帯

　　　盤欝置分ε@　　　　　　ほ大盤帯季霧　　　　　　・ 2人盤帯 3人毯帯 4人鬘帯　5人盤帯 6入量帯以上

　　　4罵から1
ﾄ季　　　　15，鵬醗　　　9層まで1

7，透青春弼 ii，2鱒鍔

i3糊巨騰　　　　｝ 貿，3警む韓に5人を超え

驍艶lごとに2，3総穆
�ｷ算した額

　　　　　　　；
~季期から

奄
W
，
8
翻
　
　
　
3
灘
司

ii，7巷§濁 欝，㈱霧 　　　　｝奄〟C7総雛　24，蜘霧
蟄，蟻鍔に5人を超え
驍艶lごとに3，2総鶏
�鮪Zした額

　鱗　霰籐，寝具その魑塗活必需贔の給毒を実旛できる類幾絃，災害発生の饗から臆羅以甦とする．

第3　応急飯設控宅の設鐙

　鯵　応念飯設住宅は，住宅が全焼，全壊又は流失し，艦達する註家がない者であって，濤らの資力では，猛

　　宅を得ること解できないものを駿窶する．

　（麟　応急飯設住宅の設置戸数は，住家が全焼，全壊又は澱i失した趨：帯の3害毅〉籖運1携とするゆ

　（3／慈急絞殺住宅のi鐸あた吟の綬摸は，2§．達平方メートルを基準とし，その設置のため支鐵できる費駕は，

　　i，婆47，㈱饗縁海とする．

　繊　旛念仮設住宅の設置については，災害発猛の舞から騰羅以内に着工しなけれ，ばならない。

第4　災害にかかった住宅み応急修運

　鱗　隻宅の臨急鬱鬱は，災害のため住宅が半壊又は半焼し，嚢らの資力では慈恵鯵蓬することができない者

　　に嬉して行なう。

　鱗　住宅の応念修理の薄象数は，住家溝辛焼又は半壊した髭帯の数の3劃の筆醗内とする．

　鱗　住宅の慈急修選の矯模嫁，震室．敷事揚．優霧等貧常盤活に欠くことのできない離分とし，その修建の

　　ため支墨できる費絹は，i鬘帯当た警護8，鰯欝以爽とする。

　紛　住宅の癒急修理は，現務をもって行なうものとする．

　⑤　住宅の慈急修運絃，災害発生の舞からi層以内に完了しなければならな鯵。

第5　災害にかかった者4〉救鐡

　（麟　災害にかかった者の救轟は，災害のため現に救鐙を要する釈態にある養父は生死不瞬の駿態にある者に

　　薄して行なう．

　②　災害にかかった者の救鐡のため支罎できる費罵は，舟艇その縫救鐵のためめ機械，雑具等の倦土費，諺

　　繕i費及び懇料費とし，当該纏絨垂こお謬る選i常の実費とする、

　〔31災害にかかった者の救鐵の蟻溝は，災害発生の鎌から3嚢以糞とする．

第6　知事ぶ讐に必要と認めた場合にお》、て救豹を要する者に繋する金銭の支給
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新潟県および上越毒にお捗る災害激動鷺係撰規 （2773〉

嚇　救豹を要する者に帰する金銭の支給は，真にやむを得ない事嬉がある場合で，かつ金銭の支給によって

　救勧の実黎を期し得ると認められる場合に縷蓼行なうこと淋できるものとする。

（21金銭の支給は次に掲げる救勧に酸鯵，現勃の綜与に代えて宥なうものとし，その鰐象となる者は．第2

　の第i号に該塞する考及び第嘆の第i暑に該当する者で，第壌の第2弩の範懇海に含まれる者とする．

　ア　被服，寝具その飽塗活必需贔の紹与

　イ　災害にかかった住宅の癒念修理

鵬　金銭の支結縁，表号のアイの救勒ごとに，第2の第3号及ぴ第逢の第3暑に定めるそれぞれの支鐵でき

　るi費罵の合訴額の籔雛内とする．

鱗　金銭の実績を実施できる類洞隷，災害発生後患疑以内とする，

　③災害救勘案施要領（紹秘凝集1鐘2瞬溝第鱒暑・籍潟難総務藻褒通達〉

　災害救豹法による災害救助については，露孫法令及び新潟察災害激励法施行総則による縁かこの要穣によっ

て鍛接うものとする．

第i　災害救勧法（紹穣22年法律第蔓8懸。以下ぎ法達という。〉による救豹の実籐の婆韓垂こ絶する事項

　　法第2条及び災害激励法施行令（紹勲22年赦令第225号。以下罫令」という．〉第i条に定める救霧の実権

　要稗については，次の点に留意するものとする。

　i　災害の認定

　鱒　令弟i条第茎項第i号及び第2号による災害

　　ア　法の適湧は，南町材を単粒として指定（公示1するものとする。

　　イ　災害は，原羅として講一原懇によるものを単粒とする。ただし，講時又は櫓接近して異なる原妻聾こよ

　　　る災害ぶ発盤した場合，必要ぷあると認められるときは，これらの災害を一つの災害とみなして認定し
　　　てさじつかえないものとする．

　　ウ　法の適溺の基礎となる猿及び霞町村の人醸ま，地方露治法（躍秘鎗年法律第67号〉第2騒条，地方藷

　　　絵法擁藝管令（紹鞍22年政令第欝弩う第i聡条及び第i77条に趨達する入費によるものとする．

　〔2｝令第歪条第i項第3号及び第逢号による災害

　　ア　令第i条第i項第3号及び第4号に定める災害に該蜜すると認められる災害につき激励を実超すると

　　　きは，事麟に知事漢綴塗大難に協議するものとする。

　　　　なお，法の通馬にあたっては，災害の発生した窪壊を管轄する南溝材ごとに捲寇して行うものとする．

　　イ　令第玉条第i項第3号のギ災害撰賑絶した地域に発生したものである等災害にかかった者の救護を著

　　　しく醗難とする特則の事嬉溺ある壕舎達とは，次のような場合とする、

　　　（ア〉被害地蟻溝飽の部落から隔離又は彊立している等のため．童謡必欝贔の補編がきわめて羅難な場合

　　　　で，鞍災者め激騰に特蘇の補給方法等を必要とする場合

　　　（イ〉有毒ガスの発症，敬躰姓勃質の数鐵等のため，被災者の激励がきわめて靉靆であ滲，そのために特

　　　　殊の技纂を必要とする場合

　　ウ　令第i条第i項第4号のゼ多数の者が盤命又は身捧に危害を受け，又は受けるおそれ麟生じた場合ま

　　　とは，欧のような場合とする。

　　　（ア）紫雲究事緯等船舶の洗浚ある彫・は交通事敏によ静多数の者ぶ死傷した霧合

　　　（イ〉交通踏め途絶めため多数の登撫者等蕃敬麗されれば餓餓駿態に陥る離合

　　　（ウ〉火田爆発又は有毒ガスの発盤等のため多数の者麟危険にさらされている場合

　　　（エ〉薄葉の雑踏によ鯵多数の者が琵傷した纂合

　2　被害の認定

　　　鍍害の認定は，法適溺の縄駈の基礎資料となるのみならず，救勧の実権にあた谷その種類壷びに程度，

　　方法及び靉靆の決定にも重大な影響を及醸すものであるから，特に孜の点に留意のうえ迂遠，かつ適鉦に

　　行うものとする。

繊　建家及び縫帯の単粒

　　ア　住家

　　　　現実に艦住のため綾濡している建勃をいい，歓会通念上の住家であるかどうかは翼わない．

一57一



（27聯 遜島大学地銭硬究　第8巻　第3号　欝欝．i

　　イ　縫帯

　　　生誕を一にしている実磯の生活単縫をいう。

織綾害の縄定基準
　　ア全壊，全焼，流鐵
　　　建家が滅失した薬、ので，具体的には建家の濃壊焼失もしくは漉鐵した鶴分の鎌面積がその往家の鍾床

　　　嚢積の簿％以上に達した程度のものまたは，住家の主要構造離の被害額ぶその建家め時無み灘％以上に

　　　達した程度のものとする。

　　イ　半壊，串焼
　　　荘家み損壊が甚だしい摂，補修すれぱ髭遜滲に再製穰できる程度のもの，異棒的には撰壌舞分解その

　　建家の延旅醤穣の臆％以上簿％来満のものまたは，住家の主要構造翻の被害額藩その住家め時無の鱒鵯

　　以上5巷％未滅1のものとする。

　　ウ　床上浸水
　　　　ア，イに該当しない場合であって浸水がその建家の蕪上以上に達した程護のもの，又は土砂，貸本等

　　　のたい稜等によ警一時的に舞聲生することができない釈態となったもみとする。

　　工　死者
　　　　当該災害が原石で死書し，死鉢を確認した蔑、の，または死鉢を確認すること麟できないが死亡したこ

　　　と解確婁なものとする．

　　オ　行方不鱗者
　　　　当該災害が原霞で行方不羈とな警，かつ死亡の嚢セ・のあるものとする。

　　力　重傷者，軽傷者
　　　　災害のため負傷し，薩蔀砂治療を受緯，また鉱受難る必要のあるもののうち，曝傷者雲とはi層以上

　　　の治療を要する見込みの者とし，「軽傷者まとは望月未満で治癒できる発込みの者とする。

第2　災害報憲に縫する事項
　　藁町鬢長は，議町械こおける災害薄金第i条第i項各号のいずれかに該当し，又該還する見込みであると

　きは，次によ警難事に報告するものとする。

　i　災害鞍告の責紐の窮達紀
　　毒購轡においては，災害軟泥等の鞍魯（以下啖害鞍曇まという。／の適確鐘を期するため，災害報告主

　経及び災害鞍叢鬱憂を定めること。

　2　災害報省の種類及びその方法

　（妻　発生鞍皆

　　　南町材に発生した災害解合第i条第麦項各号のいずれかに該当し，又は該当する見込みであるときに甕

　　ちに電話又は電鞍によむ行うものとし，その内容は欧のとお移とする。

　　ア　災害発盤の嚢特段び場湧

　　　災害の癒霞及び被害の擬浅

　　　被割熾調べ（磐1鷹第i号様式〉

　　　幾にとった救劫捲置長びとろうとする捲置

　　　その絶必要事項

　　発生報｛籔こ係る災害について被害状混等解おおむね確定するまで，その鞍害獣濁を掌握した範鐸におい

　　　　　　　　　　　　　法ダ〉通馬後縁法垂こよる救励の完了までi露玉響の定時幸慶｛無（溺記第2畢様式〉

　イ

　ウ

　エ

　オ

麟　中腸鞍告

　てその擁護行うものとし，

　とする．

　　その轟容は，発盤報告の内容のほか欧のとお静とする。

　ア救勧費の概算額
　イ　その絶必要事項

　　災害救豹法施行総則（聡勲22年新潟漂規雛第鎗響。以下罫総賜という。〉第建条による完了鞍魯鳳

　救豹の完了後i月以内に次の事項を文書によ穆行うこと。
　　ただし，ウの（イ），（ウ）及びエについては，捲示された市町醤のみとする。

麟　完了報告
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新潟集および上越鋪奮における災害救勧鍵係鯛焼 （277溌

　　ア　災害発盤の馨時

　　イ　災害の漂石

　　ウ　被害の概混

　　　（ア〉被害駿浅講（鷲記第至号様式〉

　　　《イ〉地域ごと被災状浅表（鷲譜第3暑蟻式1

　　　（ウ｝緩害獣濁麟

　　　　　事欝材麺緩に各地域み破害獣醗，主なる橋滲よう，溝縦の鞍警及び水遊鞍書等救勤事項と灘係のあ

　　　　るものをわか鯵やすく書き入れたもの

　　工　救麟の実施献漉一覧表（幾記第珪号様式〉

　　オ　救賜こ要した経費

　　　（ア／救豹費調書（雛認第5号様式／

　　　（イ〉激励台緩（麟記第9号～第32号・様式〉の写し

　　　（ウ〉救勧費の予算援護の概浅

第3　救勧の職権委登に絶する事項

　　法第鐙条によ滲知事ぶ毒町樗長に対して行う救麟の実施に絶する職権の一鶴委錘については，次によるも

　のとする．

　i　災害時において簸も緊急を要する救鱗壷びに南町村長が婁施すること解適当な救勝については，継則に

　　よ滲市町村長に事藩に委任されているので，事町翼長はその実施について次の第違によ静選ろうのな恥よ

　　うにすること．

　2　知事は，総則第i7条による委蕪事項外の救豹についても必要を認めた場合は，湊町村長に委任するもの

　　とする。

第岐　議1町村の救勘事務取掻いに臠する事項

　　宿町縁長は，知事の実施する激励事務に積極的に鶉力することはもちろん，職権の一難委錘を受けた救勤

　については褻ら実施することになっているが，この場合は孜に留意するものとする．

　i　被災者台緩の修祓

　　　災害ぶ登生したときは，市町村長はすみやかに披害獣濁を講糞し，被災者台緩（懸認第6号簾式〉を整

　　臆すること。鞍災者台緩は，激騰の基本となるものであるから戸籍（住費登録）係等と連緩し，董確を類

　　すること。

　2綾災談董弱書の発行

　　　霧欝欝長は，災害による被災誕瞬書（馨1重記第7弩媛式〉の発行σ〉必要があるときは，次によ管行うこと、

　（舞　被害獣溌が確認できないときは，と吟あえず本人め申告によむ飯被災談瞬書を発行する。

　麟　被災者の被災釈浅を調奎し，緩災者台緩解整備されたときは，飯鞍災麺霧書を発行したものについては，

　　綾災証瞬に燐蓼替えて発行する．

　3　法遺編蕪の露町梶長の救豹について

　　　災害の事態が念遷した場合は，市町種蔓は単独の救跡として直ちに薄手するとともにその釈浅を無事に

　　報欝すること．実施した応急救懸は，法が適驚された場合は法に基づく救窮として取綴うものとする、

　遵　斎町村長に権霰ぶ委任された救勒事務につ》、て

　　　細鍵第玉7条第i項各号に掲げる救勝については．救勧の迅速を要することから事麟委続されたものであ

　　るから，南町緯長は救豹の万全を類するため事聴に改の捲麗を講ずること。

　繊　救勧説麟の樹立

　　　毒緯替長嫁．委緩された激動の実施方法，簸親等の救勧請癒を災害鰐策基本濫（昭趣3§年法律第223号）

　　による毒町村地域紡災謙遜に趨走すること。

　繍　救動線織の確立

　　　災害対策基本法による隣災鰹織硲一環として災害救麟の縫織を確立するとともに，南町樗職員に鰐し灘

　　知徹底を麟鯵，災害時における救豹の迅速を窮すること．

　麟　毒町村長のみで実施ぶ露難な場合の取掻静について

　　　市町村長は，委任された救駒の実施に蓋たって欝町替長のみで実施すること解露難な場合は，知事に次

　　の事項をと滲あえず奴頭，電繧又は電謡等によ撃連絡し，事後に文壽によ捗麺鬱するものとする。
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（2？76〉 橿鳥大学地域覇究　第8巻　第3号　婚§7．i

ア　南町雛長のみで実施することが躍難な激励の種類

イ　必要とする職種購人員

ウ　必要な谿澗

工　必要な場辮

オ　必要な機械器具及び資紡の贔名董びに数量等

方　その亀必要な事項
　新潟県の搾業琢解鐵動した場合．その樺業の指揮は漂躍として難業雛の蔓擬行なう。又そ4〉救劫葎業を

　　遂行するに要した経費は，嚢接新潟県で支然うものとする。

　5　知事の実施する救駒の補勤について
　　　南町鬢長は，委任を受けない救助事項鉦ついても知事の補動機鷺として救麟捧業に甕たるものとする。

　6　湊町軽長の実施した激励に要した経費について

　　　薦違の遵及び5によ諺毒町鬢長撰実癒した救助に要した経費については，法弟麟条に基づき燦町村長は

　　一時繰替支弁をするものとし，後鐸知事ぶ精算するものとする．

　　　この繰替支弁費の籔懇及びその繕算方法等につ諮ては，麟に建めるところによ撃行うものとする・

第5　救豹の程農i，方法及び期轟畢こ絶する事項

　　救劾の程度，方法及ぴ朝霧については，紹澱み幾表罫救勤の程度，方法及び靉靆壷びに実費弁叢まに定め

　るところによるぶ，その実箆に当たっては次の，姦に留意するものとする。

　i　戴勝の実施時擬
　　　法による救麟は，一般的には災害発生の馨に醗始されることとなるが，繋又は長講等で鼓害溝漸塔し一

　　定嚢時を経た後，窮めて法の適欝基準に達した場合は、法の適矯基準に達し，愛に救豹を必要とする駿態

　　になった韓をもって災害発隻の韓とみなすもめとする。

　2　救動の種類驚留意事項

　繕　駿容施設の盛年

　　ア　避難湧
　　　（ア〉南町村長は，災害のため現に譲害を受け又は受けるおそれのあるものが生じて邊難湧を設置すると

　　　　きは霰災難に透く葉酸縫に駿容できる学絞，公民館，寺鶴，神鮭その臨公共的建物を秘癒して遭難漸

　　　　とすることを原譜とし，この場合には安全を第一とし，その上敷き堕し癒設その簸の条緯を考麟し，

　　　　適燐なものから類歌指寇するものとする。

　　　　　災害の様櫨が深灘で当該霧簿材海に避難辮を設置することができない場合には当該霧購赫長は，知

　　　　事及び関係毒町村長と協議し，隣接甫町村の建麹又は土地を欝彗上げて避難湧を設置するものとする。

　　　（イ｝遭難瞬設鍛のため支嚢できる費罵の曝度縁，幸町替ごとにそれぞれ纏麟の驚表に示されたi人i馨

　　　　当た箏の縷渡額の範懇霧とする。

　　　　　なお，選難藪を醗鎖した場合における残存資縁等絃換懸鎚分をし，当該薮入金額を避難漸設置の費

　　　　罵から控除するものとする。

　　　（ウ）市町鬢長は，各避難勝ごとに責任者を定めて．遷難解の維持管理と駿容者の保護に当たらせるもの

　　　　とする．

　　イ　臆念絞設住宅
　　　（ア｝簿急坂設住宅は．藤定の設講書に基づいて無事ぶ直接又は建築業者に講羅負わせて設置する。ただ

　　　　し，知事が市町糧長に当該救跡紛実趨を委怪した場合は，畜町村長ぶ甕接又は建築業者に誘け負わせ

　　　　て設置するものとする。

　　　（イ／建設敷地の確保は，灘羅として当該南町材ぶ行うもみとする。この場合，私有地については後蓉闘

　　　　題が起らないよう瞬麿者等と十分協議のうえ淡足すること．

　　　（ウ〉旛町鬢長は，次のa及び熱に適合する蝿象者から舞生委曇その纏麗係者の意見を聴取して入唐予定

　　　　者を選定し，設石基拳戸数紅留意し実権するものとする。

　　　　a　住家ぶ全焼．全壊．流失1した灘1欝であること。

　　　　碁　震力では綾羅を建築又は確保できない量帯であること。

　　　（エ／知事は，応急飯設控宅の管遜を宿町鬢長に委議するものとし，委託契紡は工事完了の欝からとする。

　　　（オ／講町村長は，入羅予定者が諦念飯設住宅に入居したときはぜ臨急飯設控宅設置費ま（懸記第舞暑蟻
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新潟環および圭：越毒における災害激動麗｛系擁規 （277？〉

　　　式〉を作成し，知事1こ縫鐙するものとする、

　　（カ〉宿町鬢長は，慈急飯毅控宅解そ紛舞納を達したときは甕ちに知事に報砦するものとする．この場合，

　　　無事は潟套に定める慈悪飯設住宅麺分要領によ蓼麺分をすみやかに行うものとする．

　　（キ／慈念飯設住宅設置のため支墨できる費醸こは，原舞舞費，労務費，瞬幕工事費，輸送費及び建築事

　　　驚費等一切の経費を含むものとする．

　　　　縫って，大工，左官等の建築工事驕係考を法第塞条の趨定による縫事命令によって鍵事させた場合

　　　においては．これらの往事者の実費弁叢の額につ静ては縷度額に含まれるものとする．

！2）炊き鐡しその麹による禽贔の給与

　ア　一時縁故先等に避難する鞍災者に支給する食糧贔の支給絃，床上浸水以上の被害を受けたもので，食

　　糧晶をそう失し持合せのないものに降る。

　　　なお，敏き饑しと禽晶を重複して支給することはできない．

　イ　薦町村長は，奉麓鑓等の協力によ瞬結食篭設等を蕎する毅i存の施設を舞駕して敷き墨し等を行うもの

　　とする．

　　　なお，慶祥の施設を舞離して直接実施すること癬露雑な協会は，来籔業者等に濫交して震癒すること

　　ぶ実欝に鄭すると認められた場合に醸鯵，敷き鐙しの基準等を示して業者から購入し実擁する。

　ウ　霧簿鬢長は，各炊き讃し場翫ごとに責任者を定めて敷き織しを実施させるものとする。この場合，蒋

　　に籍盤管理藝こは留意させること．

　工　敏き鐵しその純による食品の給与を実擁するため支鐵できる費縮は，主食費，灘嚢費，燃料費のほか

　　羅勅等の綻薦謝金．溝耗器耕費その纏の雑費とし，講贔類に要する費絹の支縷は認められないものとす

　　る。

　オ　炊き鐡しその縫による食贔の給与を実施するため文墨できる費絹の縷渡は，羨町村ごとに鰻度額の籠

　　雛《とするもめとする．この場合，i難とは3食をもって謙算するものとする。

麟　飲料水の繊維

　ア　毒町村長は，災害のため飲料に適する水瀞ない場合に，欧の方法によむ飲料水を繰給するものとする。

　　（ア〉飲親水の婁給は，ろ水器等による浄水の鉄絵及び飲罵水準に甕接投入する浄水薄の交懸紐よ鞍実旛

　　　する．

　　（イ〉飲料水は，被災縫に遍い水源地から給水輩又は容器によ警邏織して鋲給する．

　イ　飲料水の盤給を実権するため支鐵できる費罵の鰻度は，おおむねi人遙た参3建を盤給するのに必要

　　な範雛の額とする。

　ウ　梅町替長は，各継水場湧ごとに責任者を定めて給水を実施するものとする．

鱒　鞍騒・寝具その繕生活必需品の給与又隷貸与

　ア毒町鬢長は．費稽の羅綾額が控家の全壊，単壊及び竃帯構成員幾に異なるので噺分に留意するものと

　　する．

　イ　破籔・寝具その鑪盤活必需贔の縮写又は貸与に当たって，被災者の鬘帯を構威する人員数は，死者を

　　饑き災害1発生の嚢における縫帯講成人員数を基礎とする。

　ウ　各被災者に対する勃資の麟峯て及び支：綜は，畜簿鬢長が行うものとする。

　　　露町韓長は．鞠資支給について責紐煮を定め，直接の支給瞬には職長を配して適確な醗分をさせるも

　　のとする。

／51医療及び勒産

　ア　法による籔療淡び動産は，知事が救護瑳を聡地紅海遣して実施するも紛とする。

　　　この場合救護瑳の滋遣瀬は，次によるものとする。

　　　　①娯立病饒及ぴ桑立探健環救護薙　　⑨醤癒救護襲　　③公的病競救護簸

　　　　④私鋳薮療機雛による救護班

　　　ただし，救護瑳が愛地に到薫ずるまでの闘に必要がある場合は，糞町鬢長越美越するものとする。

　イ　救護聡による救護ができな恥もの，又は救護班による救護が適当でない者については病錠又は診療湧

　　において救護を行うものとする．この場合にお躰て病覆又は診療辮は，原則として救護蓬の発行する入

　　院捲示書又は毒警標長の発行する証弱書によ静救護を行うものとする．

　ウ　医療及び勝産の救豹を婁癒した機翼は，それぞれ漸要の諸記録を整薦保管するものとする。
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（2778》 福島大学錘域醗究第8巻第3号欝欝．玉

織　災害にかかった者の救幾

　　救膿を要する駿態ぶ発生したときは．南町村長は濃紡覆（水紡灘〉等を主捧として救鐵醗を纒成し，必

　要に慈じて機械雑具を欝善上げる等実欝に難した救勧を実権するものとする．

轡　災害にかかった挫宅の慈急修麗

　ア　艦宅の慈急修理は，知事ぶ建設業者等に請負わせて修瑳するものとする．ただし，知事漢当該救跡の

　　実旛を毒購’醤長に委任した傷合は，毒野替長蕃直接又嫁建設業者に請負わせて修達するものとする．

　イ　市町鬢長は，次の（ア〉没び（イ〉に適合する蝿義者から蔑隻委員その地霧§孫者の愚見を聴取して住宅の

　　憶念修遷予定考を選定し．実施に惑たっては修運財嚢墓雛数に留意するもみとする。

　　（ア〉住家ぶ半簸又は半焼し，そのままではさしあたって馨常生活を営むこと摂できない遊帯であること、

　　（イ）糞力では住宅の応念修選ができな籍崔：帯であること。

　ウ　建宅の篠懸鯵選は，駿室，飲事場，痩湧等のように韓常盤活に必要欠くことのできない部分の慈念的

　　修理畜こ限るものとする。

　工　住宅の露悪修瑳のため支鐵できる費絹は，原材料費，労務費，輸送費及び修理事務費等一蟹の経費を

　　含むものであること。

　オ　瞬一住宅（一戸）に二盤帯以上の量帯ぶ懇達している場合における住宅の応悪修理は，一縫帯当た吟

　　の鰻度額の範灘内とする．

麟　盛業に必要な資金の貸与

　ア　生業に必要な資金を貸与する場合において，継魏の懸衰に示されているほか貸与できる者4〉範霞を次

　　に掲げるものとし，貸与の条鱒として，連帯徐藪人一人以上をたてさせるものとする。

　　（ア）小資本で猛業を営もうとする考

　　（イ）蓄積資本を有しな㌢、者

　　（ウ）家族労働によって盛業を繧持している種痘の者

　イ　醒癒負握の蝿象となった盈業資金の貸与に梓う鞍遺金の鍛籔》、については，その全額を災害激動基金

　　に繰入れ，るものとする．

醗　学罵品の緯与

　ア　学罵贔の給与は，車町樗長鱒震施するものとする．

　　　なお，蜜町替餐は，実像め支給事務を教育委員会又は学校長に実施させることはさしつかえないぶ，

　　学湧品絵事の事務全般を委任して隷ならな》・．

　イ　小学校発童没び中学校塗徒（蒼学絞．ろう学校及び養護学絞の小学翻艶童及び中学部隻縫を含む．以

　　下講じ。〉の趨走の時烹は，災害発崖の難とする．ただし，災害潜入進学時における場合にあっては，

　　燧々の実鋳に応じ，小学校発童又は中学校生野に準じて鍛鞍接ってさしつかえないものとする．

　ウ　総則溺表の教群書の範饗に承されている教科書以外の教樗とは，蜜該学按において，蕎熱適甥なもの

　　として綾絹している教科書に準ずるもの又はワークブック等に類するもので辞書，纒鑑等の類1ま，含ま

　　れ，なレ・ものとする。

　　　なお，学校法人の設鐙する学按において健濡している教誘については・公立学校の鰍によるものとす

　　る．

　工　溝一贔嚢で懸路の異なる離合は，畢均懸格をもって精算してもさしっかえないものとする。

麟　埋葬

　ア　埋葬は，旛町種長ぶ直接土葬若しくは火葬に嚇し，又は棺．骨つぼ等を遺族に支給する等現勃給酵を

　　もって行なうものとする。

　イ　埋葬は次の場合に行なうものとする。

　　（ア〉災害の混蕊時に死亡した考であること．（災害発生麟の死亡者で葬祭ぶ終っていないものを含む。〉

　　（イ〉災害のため孜のような蓬蜜で埋葬を行うことが露難な場合であること．

　　　＆　緊急に避難を要するため，時購的にも労力的にも埋葬を行うこと藻露難であること、

　　　む　墓難業は火葬場麟豊水又は流失し，懸人み力では埋葬を行うことぷ羅難であること．

　　　c　経済的機講の一時的混鼠のため，選放業は扶養義務者の資力の麿無にかかわらず擦，骨つぼが入

　　　　手できないこと．

　　　6　埋葬すべき遺族ぶいないか，又はいても老令考，幼年者等で埋葬を行うことぶ露難であること。
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新潟膿および上越毒における災害救豹麗係擁焼 （277鶴

　ウ　法による救勤の適罵された海町村以外の毒町樗の地蟻に漂著した死体潜，獲該災害によるものである

　　と推定できる場合は，漂著した蟻蟻の毒町村長は，直ちに救劫の適環毒欝村長に連縷して瞬孫者に死体

　　を誘き取らせるものとする。琵体を瞬き取る畷のない場合又は死体の身許解舞聡しないときは，漂i蕃地

　　の竃町村長は．無事に死館の漂着の蔭鋳，場漸等を鞍告するとと薄）に，その掲示によ鯵漂藩地の叢町村

　　長炉埋葬又は死棒の麺理を舞うもみとするむ

　工　法による救豹の適灘姦町替以外の毒町替の地域に漂蓋した死鶴蒼，当該災害によるものであると鑑定

　　できないときにおいて絃，当該南町村長が行臓病人及び行蕨死亡人数撮法（窮治32年法律第鱒馨／の定

　　めるところにしたがって，その死倖を捲直するものである解，欝鬱した後においてその死体の漂養ぶ当

　　該災害によるものであると鞠霧した時幾盛，塞該救攣の実施簸翼肉であるときに鰻蓼法による救勘の実

　　施とみなして取り搬うものとし，それ，に要した費羅については知事が支弁する．

　オ　総則の懸表に示す埋葬のため支鐵できる費矯の大人とは満稔才以上の者をいうものとする．

麺　死鉢の捜索

　　死体の捜索は，薦町赫赫溝鋳麟（水銹震〉，奉種露等の鶉力によ吟又は人夫を雇い上げて捜索瑳を編1戎

　し，騒係警察機麗と連続をとって実施するものとする。

麟　死棒の麺理

　ア　死体の魑遷は，南町村長が実施するものとする．

　イ　法菱こよる救豹の適矯さ蕊た梅町替以外の毒町替の地域睾こ漂着した死鉢の廼遽に聾しては，（麟埋葬のウ

　　及びエに準じて実施するものとする．

磯　瞳害勅の線表

　ア　緯書勃の除表は，毒町村長が人夫あるいは綾徳者を動員し1機敏器具を欝導上げて実施するものとす

　　る．

　イ　帯町鬢長は，改の（ア／及び（イ〉に適合する薄象考から疑隻委員その縫灘孫者の藤見を聴取して瞳害勃

　　絵素予定者を選定し，実権に当たっては，鰐象基準数に留意するものとする。

　　（ア1住家が辛壊又は鎌上浸水の綾害を受け土署，替木等が控家又はその鰯辺に運ばれ，騨常盤活に著し

　　　い緯書をきたしている’縫帯であること、

　　（イ）露力では緯書物の欝ミ去ぶできない縫帯であること。

　ウ　瞳害勃の除去は，羅窒や嫁事場や便瞬等のように生活上欠くことのできない場勝の慈急麟な除去に畷

　　るものとする。

　工　隅一住家（一戸）に二以上の量帯瀞居住している場合にお謬る瞬害鞠の除喪は，一盛帯叢た蓼の鍛度

　　額の範菱黐木1とする。

鱒　応急救駒のための輸送及び人夫雇上げ

　ア　慰急激豹のための輸送費として支艦できる範鐙は，次の場合とする．

　　（ア〉被災者の避難

　　　　晦町村長，警察官等選難提示者の捲示に基づき，被災者を選難させるための輸送及び被災者を誘導

　　　するための人員，資材等の輸送

　　（イ）繕療及び融産

　　　　重傷患者等の病続，産院又は仮設診療癖への輸送又は救護襲縫係考の輸送等

　　（ウ〉災害にかかった者の救農

　　　　救鐵された緩災者の輸送と救鏤めための必要な大貫．資紡の輸送

　　（エ〉飲料水の僕紹

　　　　飲料水の甕接輸送と飲料水を確保するための必要な人員，ろ末羅，その弛飲料水の盤絡に必要な機

　　　械羅異資材等の輸送

　　（オ〉死体の捜索

　　　　死体の捜索のため必要な人員及び資紡等の輸送

　　（カ〉死鉢の甦理

　　　　死鉢の廼遷のための救護瑳の籍盤盗読料等長び死体を移送させるための人員又は死捧の輸送

　　（キ〉救済矯勃資の整瑳醍分

　　　　救済懸鞠資（法による綾籔・寝具その飽盤活必需品，学罵藻，炊き鐡し醗食糧浸ぴ籔薬贔，衛生耕
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（2下働 福島大学地無糞藁葺究　 第8巻　 第3号　 ig§7．i

　　　　料の嶽か義援勤盗等被災者の臨急激動のため綾絹される一舞の勤資を含むものとする。／の整遷醗分

　　　　のための輸送

　　イ　応悪激騰のための人夫雇上げ費として支鐵できる範醗は，次み場合とする。

　　　（ア1被災者め避難

　　　　　遭難を命じた斎跨村長等が鞍災者の避i難のために薩上げた人夫に綴るものとし，主として遊離考を

　　　　誘導する人夫

　　　（イ｝獲療茨び筋塵

　　　　　救護襲では麺礫できない重傷患者又は救護瑳が到養するまでの賜に蹉療捲置を講じなければならな

　　　　い患者等の病貌診療辮への輸送又緯，救護職麗係者の輸送に雇上げた人夫

　　　（ウ）災害にかかった者の軟鑞

　　　　　鍍災蕎を救識するために麗い上げた人夫と，その救鐵に要する機織器具その飽の資替を操窪し又は

　　　　あと嬉来するために雇い上げた人夫

　　　（エ〉飲料水の襖絵

　　　　　飲料水を供給するために要する人夫，又は飲料水を供給するための機械器具の還鍛撰修等に要する

　　　　人夫及び飲料水を浄水するための薬凝等の醗窟に要する人夫

　　　（オ〉死体の捜索

　　　　　死体を捜索する行為そのものに必要な人夫とその捜索に要する機械器具その魑4〉資轡を操難し，又

　　　　はあと始末する人夫

　　　（カ〉死体の簸理

　　　　　偉め洗浄，溝毒等の麺置又は飯安鐙藪まで輸送するに要する人夫

　　　（キ〉救済罵勃資の整理醍分

　　　　　救済霧勃姿の整理．輸送長ぴ醗分に要する人夫

　　ウ　応急救駒のため支撮できる輸送費砂内容は，輸送契約による場合の輸送費のほか，艦上費，燃料費，

　　　修繕費及ぴ溝耗器梅費とする．

　　工　輸送業者による輸送又は車懸等の織上げは，その鑓域にお纏る爆行料金（運輸省認可の料金以内〉と

　　　し，黎家灘車等の鑑上げにつ》、ては欝上げ謝金（運転手手当等〉として難送業者に支払う料金の範雛内

　　　《おおむね8割程度以内〉で各実施機雛が辮有者と編議して定めるものとする。

　　　　ただし，寳公署その地公的盤質を持った錘体等の瞬鳶する霧動車・飴幾等の鑑上げは原則として1吏罵

　　　貸鑑とし，縢料費，修繕費又は運転手の賃金の負挫程度とする．

　3　救麟の方法
　　　救毅1は，特に金銭支給ぶ認められている墨金を除き窺鞠をもって行うものとする。

第6　救助事携の懇遷方法に臠する事項

　i　救勧実施記録難証票
　　　救豹実施記録饗謙票（以下ダ記録舞謙票まという．）　（第8畢織式〉は，各救豹に共通する事項を統一

　　し，とじ込み伝票式（燈纏はβ5醤程度〉の2額籏写式とすること。

　　　なお，救助の輿地に絶する職権の一部赫委任されている場合と，委任されていない場合とに鉦分して種

　　威すること、

　2　報告
　（聾　各責任者は記入した講録嚢証票のうち，一離を蓬長に提墨するとともに一難を控として保管しておくこ

　　と．

　　　ただし，災害みため交通が途絶して部落が雛縫又は掻宣したような場合にお》、ては，と撃あえず次に示

　　す事項を電誌又は電隷等み方法によ獅嬢管し，後謎その開の記録鐸詩嚢を整礎のうえ一抵縫鐵してさしつ

　　かえないこと．
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新潟梁および上越欝にお纏る災害救豹灘綴擁燭 （278i〉

救　麟　の　種　類 鞍　吉　事　項
邊難霧の設置 籔漸数，鞍容人員

露悪仮設住宅の盤与 設鍛傭望｝戸数
炊き饑しその鰹による食品の緯与 難解数，給養数，纏禽人員

飲料水の盤給 薄象人員

綾羅・寝具その鑓空活必欝贔 主たる贔欝欝給与恵数及ぴ給与縫帯数

医療及び豹産 蓬数，襲療機灘数，患者数，分べん者数

災害にかかった者の救鐵 救鑓人員，行方不瞬者数

災害にかかった住宅の濾急修理 薄課徴帯数

生業資金み貸与 蝿象巻数

学耀轟め総与 小学，掌学驚対象考数及び給与薫数

埋葬 埋葬数

菟棒の捜索浸び甦理 死体麺理数

緯書勃の線表 薄象巻数

　　こと。

　　　この霧合の鞍告海容は匿第9　救勧事務の麺理に必要な緩簿諸式に関する事項まに定める事項のうち霧

　　隣しているものとすること．

　　ぶ委妊さ為ている救勧の実権歌境を掌握するとともに，その馨の分をと箏家とめ膿溝紡鋳災課へ馨告する

　　こと．

　　甕者が責錘者として記録馨譜票を搾成することとなるが，その後の艱苦要領は繭記鱗及び／21に準ずるもの

　　とすること．

　　　綾毅・寝具その飽生活必需晶の秘資等で醗付段購が携えぱ擁遊艇集一機種：事務醗一市町種箸のように中

　　翼段贈がある場合には，それぞれの段躇で当該勃資にかかる送営書及び受領書を必ず整籍して藩くこと・

　　るときは，摩生大難と雛議して特麟基準によ穆実施することぶできるものとする。

　　雛演たい特懸の事傭があるときは，直ちに救豹の種類聾嚇こ次の事項を鋸らかにした文書をもって申し織る

　　こと、ただし，緊念やむを得ない場合はと讐あえず霞頭．叢談又は電繕によるものとし，事後すみやかに

　　文書をもって甦遷すること。

　（葬　細則の警輩表のiによる実施期濁窮によ撃難赫場合

　　ア　継羅の懸褒iによる実施靉靆内によ警難い理麹

　轡　各瑳長は・提鐡された記録舞証票又は鞭告事項をと吟まとめその結果を総務を撞盛する瑳長へ鞍告する

　麟　毒町村災害蝿策本藻の総務を撞盛する瑳長は、各簸長からの鞍告を救豹の種類磐彗に整邊し，職権の一翻

　麟　救豹の実施に関する職権の一部を委緩していない場合については，現地に滋遣された雛災害救豹事務撞

　3　送付書類等の整備

第7　救勧の特鶏基準に麗する事項

　王　知事は，救駒の実権に当たって綾羅の燐表のi救豹の程凌，方法及び期聡紅よ吟がたい特幾の事椿があ

　2　帯町村長は，知事の委儀を受けて実施する救豹に饑し，細灘の燐表のi救豹の程度，方法及び靉靆によ

　イ　必要とする救助の婁施難羅

　ウ　実施霧濁の麺長を必要とする纏域

　工　そ4〉飽必要な事項

鱒　障害勃の線去鱈象数の罎度によ管難い場合

　ア　基準酸度の瞬き上げを必要とする建密

　イ　基準酸度の撰き上げを必要とする繋象数と割合

　ウ　その飽必要な事項

鋤　避難藪の設置季馨彗によ鯵難い場合

　ア　季懸の変更を要する選i露とその季懸

　イ　季驚の変更を必要とする地籔とその選難轡名

　ウ　その燧必要な事項

韓　輸送費及び人夫賃の鑓欝によ吟難い場合
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　　ア　輸送費及び人夫賃の籠懇によ静難い理韻

　　イ　輸送費及ぴ人夫賃の範欝に含める必要のある事項及びその実施靉靆

　　ウ　その飽必要な事項

　鶴　その飽鞭灘の幾表i救助㊧程度，方法及び期翼によ吟難い場合

　　ア基準によ移難い遜縷
　　イ　特写彗基準の内容

　　ウ　その纏必要な事項

第8　救豹のための事務費に臠する事項

　i　事務費の範饗
　鱗　事務費縁，法による救豹を実施するにあた蓼，必要やむを得ない経費であって救駒の実施機翼の経費に

　　罎ること。

　繊　事務費は，救勧の実旛期醐肉において，救豹の事務を行うのに直接必要な経費のほか，救豹費の精算の

　　事欝を行うのに必要な経費も蕾むものとする．

　2　事霧費の講象経費
　　事務費として認められる経費は，次に掲げるものに譲るものとする。

　韓　時穏外勤務手当

　　　職貫麟臨急救劫事務に縫毒した時間躰勤務手妻（抹無難霧手当を含む。〉

　鱒　賃金

　　　筆隷等の臨時雇い上げの醸当等

　（3／擁費

　　　職員の緩災地及びその地域爽旛互の捲導連結滋養，灘係擁這購祭文は本省への連続打合簾費及び救豹勧

　　資講遠藤費

　鱗　溝耗贔費

　　　文携異及び濃髭器材等の購入費

　（5／雛料費

　　　庁罵暖募の灯濾等及び嚢動牽黙料等の購入費

　織　食糧費

　　　職員に薄する敷き鐡し及び慈急激麟蝿策欝金会まかな》・料

　繕　醸麟製本費

　　　被災証親書，公編令’書，被害難告等の修成に要する経費

　／8）光熱水費

　　　電灯料ラ水遊料，ガス代等

　／§1修繕料

　　　察動車，離離，嚢転車等の修理藝こ要する経費

　麟　綾絹料及び賃欝料

　　　土地，家渥の艦上料，船舶．車馬等の織上料及び機械，器具等の欝上料等

　！舞　通懸運毅費

　　　灘鑑，電話及び藝痩料，近距離の交通費等

第9　略

　④災害救勧法に基づく繕急飯設住宅の管珪及び魑分要額（紹港灘3隼轟轟2繋溝第総4暑・総務離長通知1

　災害救勤法による臨急絞殺建宅の餐運及び麺分については．関係法令及び新潟集災害救跡法旛行総舞籔こよる

ほかこの要鑛によって鍛接うものとする．

第i　旛急仮設住宅の運営警邏
　i　南町村長は，災害救勘法による応急飯設住宅（以下罫仮設住宅墨という。｝を設麗したとき鉱，常に善

　　良な管選者の注意をもって運営管理に努めること。

　2　薦町鬢長は，飯設建宅の僕尊を受けている者の実態を掘握し，一般住宅へめ転居をすすめるとともに特

　　に次の施策㊧積極的な活鱗を麟蓼，必要な指導を行うこと。
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　（i）公営住宅法及び住宅，都毒整饒公懸法等による住宅の設蟹又絃優先的入緩。

　②　住宅金融公癒法及ぴ黛帯厚塗資金貸盤麟度等による建宅資金のあっせん。

　麟　縫合橿鮭徳設等へめ駿容

　3　霧町税長は，仮設住宅砂僕与靉靆潜満了する豪での雛，懸紙様式iによ酵絞殺住宅醗浅講甕鞍密書を知

　　箏あて堤鐡すること。

第2　諦念仮設住宅紛麺分

　i　主霧

　　　災害救助法による鋲与麹翼霞紅教豹嚢的を達した飯設住宅鍾ぴに供与期擬を経遍した蟹談建宅の延分に

　　ついて，それぞれ次によ参延分するものとする．

　2　魑分方鋭

　（il供与期麗露の絞殺建宅の麺分は，県又は霧町繋解災害繋策又は続会福緩施設み罵に僕する場合は無盤譲

　　渡とし，そみ絶の場合は，適笙な癬賂による有盤譲渡とする。

　3　僕与期擬内の絞殺儀宅4〉延分の顧純

　繊　集又は毒町税恭，災害薄策又は桂会福雛施設の罵に躾する場合

　｛21集又は薦郷村潜，公共的施設の罵に鍵する饗合

　麟　当該災害の被災者ぶ住宅建設の矯に繰する場合

　麟　一般買受希望者に薄する譲渡

　竣　甦分の方法

　轡　南町材麟，災害蝿策又は桂会纏縫施設砂罵に躾するため無撲譲渡を受けようとする場合には，懸紙様式

　　2による飯設住宅無機譲護申講書を知事に提離するものとする。

　鶴　南町糧蕃公黄的施設め穏に盤するため，窟蟹譲鍍を受継ようとする堤叙こは，懸紙様式3による仮設建

　　宅譲渡串講書を知事に堤啓するものとする。

　麟　墨該災害の被災者ぶ住宅建設の罵に鋲するため，有穫譲渡を受けようとする場合には，懸紙様式3に毒

　　町村長の裂串を添え知事に提鐵するものとする．

　鱗　一般買受者に蝿する麺分は．察が公着した期騒までに，募llに定める様式による絞殺盤宅買受牢込書を提

　　灘させて行うものとする。

　5　公魯の方法

　　　一般買受希望者に薄し，有縷譲渡を行う壕舎は，票馨及び県広穀紙に次の事項を公告して，一般に灘知

　　させるものとする。

　繊　譲渡趨象飯設住宅の衝在．構造及び棟数（戸数〉

　②　買受串込みの方法．靉靆及び申込先

　縁　譲鍍の書法

　韓　その麹必要な事項

　6　延分懸整

　　　鍍設琵宅を有鑛譲渡する窮余には，適董に算定した懸格をもって魑分徳擦とするものとする．ただし，

　　発効代金よ吟も売舞に要する経費ぶ高い場合には，一般買受申込者の申込綴賂等を勘案して購途麺分儀格

　　を定めること都できるものとする。

　7　麺分の条舞

　　　仮設建宅を麺分するには，談叢を受継る考に薄し，捲定の期馨までに全旛設を撤去し，跡難を整理する

　　ことを条件に鴛うものとする．

　8　魑分の決定

　繊　毒町村に薄する無蟹譲鍍の離合には，その綾絹馨飽を確認したうえ，譲渡する絞殺住宅の構造及び棟数

　　（戸数〉を決定し，そ砂撤去簸βを詣足して文書で還熱するものとする．

　麟　鍍設猛宅の有盤譲渡は6に揚げる延分簸賂以上の儀賂を譲渡緬烙として申請又は串込みをした毒轡替着

　　しくは一般買受申込者に決定するも砂とし，当該譲渡者ぶ多数の場合1こは麹選紅よ参決定するものとする．

　麟　浦項によ答決定した譲渡者に製しては，譲讃する仮設窪宅の棲遷，榛数（声数〉，譲渡懸路，代金の支

　　払方法・仮設住宅の徴表期舞，その縫必要な事項を記載した決定選知書を交付するものとする。
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　⑤新潟漿災害救跡条鰹による救勧紛実施について（簸鵜磯魚茎驚2醸溝第総号・籍潟羅鋸務語長通知〉

　新潟梁災害救勤条韓（曙勲39年新潟娯条擁第？？葺．以下r条綱護という．〉及び新潟娯災害救豹条錘癒行窺

難（昭秘39年新潟察窺麟第欝縫｝。以下菱縫貼という。〉は，災害救豹法（以下r法まという。〉ぶ適罵され

ない災害に際して．応念的に必要な救麟を蕎い災害にかかった者み救護を騒ることを霞醜として鱗建されたも

のであ撃，車町村長ぶ当該救豹を饗滑に実施できるようその実権に要した費驚の一編を察ぶ食糧するものであ

るが，楽舞による救豹の実施に当っては，条舞浸び燧嚢彗によるほか下記の要顧によって取静掻い，聾滑な救麟

の実施に邊憾のないようにされたく通知する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認

圭　激動の実麹捧麟について

　　条弼による激励は，毒町餐長が実施に当たることとされているので，法に基づく救麟に準じてその実施鉢

　麟を次のとお導確立すること。

　繊　救勤誹醸の樹立

　　　救勧説覆1紅ついては災害穀策基本法による地域鋳災謙蕪の一鍛として策定すること。

　鯵　救攣纏織の確立
　　　災害薄策基本法による防災懇織の一藻として災害救麟の緯織を確立し，激動の遼遠霧滑な実施ぶできる

　　ようにすること。

　麟　救鱗に絶する条鰐，窺雛の整備

　　　麟遠郷の救勧説麟の実施を騒るため，救麟に絶する毒町村条鰍又は規則を麟定整備すること。

2　条鰍による激動の実施要簿について

　鱗　災害の認定

　　ア　条鯛第2条第i積載よる災害は，懸麟として疑心原懸によるものを単盤とする。

　　　　ただし，講時又は糖接近して異る原霞による災害が発塗した場合，こ轟等の災害を一つの災害とみな

　　　してさしつかえないこと。

　　イ　条鯛遍羅の基礎となる南町越の人露ま，地方青絵法第器4条，驚法施行令第艀§条，菅7条に規定する

　　　人麟こよるものであること．

　　ウ　矯羅第壌条に定める災害に該益する場合は，破災難ぶ絶の都落から購絶又は鍍宣している等のため，

　　　生活必需贔等の補給が極めて霞難で，綾災地の救勘に特殊の補綜方法を必要とする場合とする。

　（21　被害の認定

　　　被害の認定は，麗に定める災害救勧実施要領（紹秘戯年i月2毒欝溝第鱒暑通達。以下「要領墨という。〉

　　第iの2に準ずるものとする。

3　災害輯告について

　　蔑則第2条の災害鞍告は，災害発盤後すみやかに電諸等によ鯵行なうものとし，被害駿浅潜確定したとき

　は，規灘の疑記第2暑様式の懸紙3鞍書状漫調べの様式によ琴文書をもって知事に鞭告すること。

4　激動の程度，方法及び難醐について

　　救翁の程度，方法及び繋駕については，綴羅の霧表に定めるものの橡か，要領の該当救劫事項に定めると

　ころによるものとする．

5　救鱗の実施について

　　矯則第6条に定める救跨についての諮議嫁，条鱗第3条又は第6条の救豹を婁擁する場合に行なうものと

　し，当該災害による救豹実権謙獲1に基づき，すみやかに文書をもって行なうこと。

　　盛切協議した救助め種類紅変災斜あったときは，すみやかにその内容及び変更の遷密を電話等によ吟協議

　し，後に文書をもって救甥についての変更蕩議を行なうこと。

6　救勝完了穀告について
　　焼則第8条の救勤完了穀告書は．規驚第7条による条鋼の適羅につ》・て通知ぶあった激動ぶ完了したとき

　知事に堤鐙するものであること．

7　災害救勧費負撞金交種準講について

　　蔑則第9条による災害救助費負撞金菱縫申請絃，当該年度に縫鐵した救鱗完了鞍監護にかかる救豹に要し

　た費駕を一繧して行なうものであ雛，幾則の驚記第2畢様式によ鯵当該年度み3擁鍵βまでに知事に縫鐡し

　て行なうこと。
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　　　　　　　　　　　　　　　新潟察および上越毒における災害救豹麗懸絶幾　　　　　　　　　　　　（2785）

簸　上越薦における災害救艶麗藻潮幾等

　①上越薦災害救跡乗濁（昭鞍妬隼青月2嘱条鰐第4警／

　（舞的1

第i条　この楽舞は，災害に際して，上越議が慈急的に必要な救豹を行い災害にかかった者の保護を懸ること

　を目的とする。

　（激動み実施要件〉

第2条　この条鋳による救勘（以下ダ救豹達という。〉は，災害救麟法（離愁22年法律第雛8響〉摂適環されな

　い災害であって，欧に定める程度の災害群発生した場合で峯該災害にかか鯵現に救豹を必要とする者に繁し

　て行うものとする。

　一　建家ぶ滅美した縫帯数が25以ま二に達した場合

　二　繭篭の基準に達しないが，多数の鬘帯の住家ぶ滅失し霧長ぷ特に必要と認めた場合

　三　多数の者が盤愈又は身体に竜害を受け，又は受けるおそれが墜じた鶏合

2　前項第i号及び第2号に定める住家溺滅失した鍵帯の算定は，住家ぶ半壊し，又は寧焼した等著しく嬢壊

　した徴帯は2量帯をもって，住家が鎌止浸水，土砂のたい積等によ蓼一時的に縁住すること潜できない毅態

　となった鍵帯は3毯帯をもって，それぞれ住家の滅失した茎毅帯とみなす。

　（救勝の種類等〉

第3条激励の種類は，次のとおりとする。

　一　避難勝の設蟹

　二　たき鐵しその纏による食最の綴与及び飲料水の繊維

　三　被嚴，寝具その鑪盤活必需品の維与

　鰹　災害にかかった者の救鐵

　五　応急飯設住宅の設置

　六　災害にかかった豊宅の応急修礫

　七　瞳害鞠の懸去

2　離項第5号，第6号及び第7畢の救甥については，隻活灘窮者を嬉象として行うものとする。

　（救麟の程度，方法及び靉靆〉

第凌条　救勝の程度，方法及び期幾は，災害激騰法施行総鬚（霧灘3S年新潟集蔑繁第鐙簿〉第5条に定める範

　鑛海に韓いて行うものとする。

2　市長が特に必要と認めた場合には，浦項の矯定にかかわらず，戴勝の期鷺を延長して行うことぶできる．

　⑫上越薦災害薄策基金条例（寧歳7隼上越南条侮第5§畢〉

　（設謝

第i条　災害によ穆被害を受けた翼長及び災害時穣互臨接鶉定締結毒町樗等への見舞金及び救援務資の支給そ

　の継の慈急災害蝿策に要する費罵に発てるため，上越毒災害薄策基金（以下罫基金達という。〉を設羅する。

　（積立て〉

第2条　基金として積み立てる額縁，予算の定めるところによる。

　（管建）

第3条　基金に羅する現金は，金離機縫への頭金その地最も確実かつ喜秘な方法によ参保管しなければならな

　い。

　（運霧益金の魑運〉

第4条　基金の運霧から生ずる叡蓋は，一般会謙歳入歳鐡予算に計上して，この基金に編入するものとする。

　（延分）

第5条基金は，その設置嚢的のため，その全額又隷一部を麺分することができる。

　（繰替運罵〉

第6条南長は，財政上必要があると認めるときは，確実な繰戻しの方法，購鶏及び舞率を定めて，基金に霧

　する醗金を歳群現金に繰箏替えて逐電することができる。

　（委任ラ

第7条　 この条擁に定めるもののほか，基金の管選iに聡し必要な事項は，甫長が琴磁こ窪める．

一6警一
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　③上越欝災害麟策基金条欝紛運驚取撮要綱

　（趣凱
第i条この要綱は，上越旛災害嬉策基金楽舞（軍威7年上越毒条擁第56号・〉第5条の矯建によ疹基金を麺分

　すること解できる場合について定めるも㊧とする．

　（基金を延分することができる場合〉

第2条　基金を延分することができる場合は，次に掲げる費罵毒こ発てる場合とする。

　（簸　上越斎災害見舞金支1纏要綱（寧域7年7肩簸饗麟定〉に定めるところによ鱗餐疑に支給する見舞金

轡次に掲げる毒町村以下縦書縛穣互癖緩協定織綾講驚轡嶺という．）へ支給する見舞金

　　ア災害時椿互臨接協定纏結市町材

　　イ　災害救豹法（昭勲22年法律第i鰺響〉の適婿を受継た集内紛南野村

　　ウ　災害救豹法の適罵を受けた集外の薦町赫のうち欝長瀞蒋に必要と認める毒町霧

　麟　災害によ蓼被害を受けた毒疑及び災害蒔縮互応援鶴足纏結露町村等（以下鞍災欝民等まという．1への

　　救援鞠姿の支給に要する費矯で次に掲げるもの

　　ア　食糧め購入・運擬紅要する費矯

　　イ　飲料水の購入・運織に要する費矯

　　ウ　衣類の購入・運綴に要する費絹

　　工　その純救援勃資の購入・運鍛に要する費罵

瞬　被災毒費等の救騒こ要する費累で孜に掲げるもの

　　ア　姿機秘の購入費駕

　　イ　縫療機器，医薬品等の購入費溺

　　ウ　ボランティアの食事代等

翰　上越霧の革縅携における災害慈急獲麟こ要する費罵

緯　繭各弩に揚げるもののほか，薦長解特に必要と認める費罵

2　麟項に掲げる費驚みうち災害特権互応援鶉定締鑛甫町村等にかかる費霧については，購長ぶ特に必要と認

　める額の範懇内とする。
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